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2023年 6月 30日 

 

横浜市障がい者スポーツ指導者協議会 

会員 各位 

 

横浜市障がい者スポーツ指導者協議会 

会長 岩澤 英喜 

 

 

第 25回定時総会結果のご案内について 

 

 

先般、総会開催ご通知にてお知らせいたしました第 25回定時総会は、予定どおりに開催され、下記の

とおりに決定されましたので、ご報告申し上げます。 

 

記 

 

１．日 時    2023年 6月 11日（日） 10：00 ～ 11：30 

２．場 所    横浜ラポール 2階 ラポールボックス 

３．成立状況   会員総数   470名 

         出席会員数  本人出席  37名 

                委任状   193名 

                合計       230名（会員総数の 1/3の 156名を越え、総会成立） 

４．議案と審議結果 

  第１号議案 2022年度事業報告の件・・・【承認】 

  第２号議案 2022年度決算報告・監査報告の件・・・【承認】 

  第３号議案 2023年度事業計画（案）の件・・・【承認】 

  第４号議案 2023年度予算（案）の件・・・【承認】 

  第５号議案  役員改選の件（会則第 10条）・・・【承認】 

５．添付資料 

  第 25回定時総会 議案書、議事録 

 

以上 
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横浜市障がい者スポーツ指導者協議会 

第 25回 定時総会 議事録 

 

 

日 時    2023年 6月 11日（日） 10：00 ～ 11：30 

場 所    横浜ラポール 2階 ラポールボックス 

会員総数   470名 

出席会員数  本人出席  37名 

       委任状   193名 

       合計       230名（会員総数の 1/3の 156名を越え、総会成立） 

 

＜議 事＞ 

 

定刻、事務局長 平山和幸が総会の開催を宣し、書記 小島千尋を紹介し、会長 岩澤英喜より挨拶を

行う。次に事務局長 平山和幸が本日の出席者数および委任状数の総数が会則第 14条第 2項の総会成立

条件に達しており、本総会は成立している旨を確認した後、議長に会長が選出され、議案の審議に入っ

た。 

 

【第１号議案 2022年度事業報告の件】 

＜議案説明者と内容＞ 

・広報活動報告：広報担当理事 河合由美子 

主な説明内容：機関誌２誌（第 49 号 2022.7<Ａ4 版 8 頁>、第 50 号 2023.1<Ａ4 版 8 頁>）を計画ど

おり発行した。 

・研修活動報告：研修担当理事 後藤貴久 

主な説明内容：新型コロナウィルス感染の状況も落ち着き、集合型での研修を開催することができ

た。前期は、横浜市立脳卒中・神経脊椎センターの理学療法士 萩原章由 氏を招聘

し、障がい者スポーツのサポートに必要な介助法（講義・実技）について講演をいた

だいた。また後期は、市内小中学校からのボッチャ体験会依頼の増加に伴い、バセル

会員の指導スタッフを養成する目的で、講師に当協議会会員の橋本哲夫 氏・河合由

美子 氏・車地厚子 氏・小林節子 氏を迎え、横浜市内小中学校ボッチャ体験会の活

動報告及びスタッフ講習会を実施した。 

・支援活動報告：事務局長 平山和幸 

主な説明内容：横浜ラポール所管行事とその他のイベントについて以下のとおり報告があった。 

① 横浜ラポール所管行事 

主にハマピックを中心に 11種目、合計 138名の方に運営指導員として活動して

いただいた。 

② その他のイベント 

ラポール以外の関連団体の他、学校系や企業から当協議会へのパラスポーツイベ

ントの運営補助依頼が多く寄せられている現状について一覧表にもとづいた報

告があった。（昨年度は 30 種目に対し、のべ 313 名の運営スタッフの協力を得

た） 
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【第２号議案 2021年度決算報告・監査報告の件】 

＜議案説明者と内容＞ 

・会計報告：会計 安室茂美 

主な説明内容：「わかりにくい」と言うご指摘を受け、今年度は「予算決算対比表」の書式を変更し、 

一般会計と特別会計の収入・支出・残高について詳細報告があった。 

・監査報告：監事 志摩初枝、佐山篤 

主な説明内容：帳簿ならびに計算書類の正確性を監査した結果、予算決算対比表、財産目録は収支状

況および財産状態を正しく示していると認める。 

＜審議結果（第 1号議案・第 2号議案合わせて審議）＞ 

 承認（満場一致） 

＜主な質疑応答・意見＞ 

   ①：先ほど、会員数 470名で総会出席者数が 37名。193名から委任状があったとの報告があった   

     が、総会案内や広報誌は全会員に送付されているのか。 

   回答：毎年 2回、日本パラスポーツ協会から横浜市の登録者総数について情報共有される。直近 

      では 1月下旬に日本パラスポーツ協会から横浜市の登録者総数 470名という情報共有を受 

      け、その方々に往復葉書で総会の案内を送付した。その内出席回答 37名、委任状 193名の 

返信があり、残り 240名からは返信がないということで総会案内は会員全員に案内は送付 

されている。また、広報誌も第 49号 452部送付、第 50号 474部送付で全会員に送付され 

ている。 

   ②：「第 25回 定期総会議案書」2ページ目「横浜ラポール所管行事」について、実績数が多いの 

     ではないか。 

   回答：訂正して報告する。 

   ➂：先ほど「委任状」の話しがあったが、事前に「議案書」が提示されていないので委任判断すべ

き内容が分からないのではないか。 

   回答：総会案内と合わせて議案集を送付する、ホームページに載せる、メール配信するなどで事前  

      に議案内容を確認いただいた上で総会出欠の判断をしていただくなど、次年度総会に向け 

て検討する。 

   ④：会計報告の中で繰越金の話しがあったが、次期繰越金は有るものであり、繰越金が消えてしま 

うといのはおかしいのではないか。 

   回答：昨年度、財務会計収入の部に前年度繰越金があるのはいかがなものかとの質問があった。単 

年度決算として収入額と支出額を比較した時にプラスかマイナスかを明らかにしたうえで

保有資産残高を管理しないと、繰越金があるので支出超過のリスクを感じなくなる危険が

ある。そのため単年度で収支額がバランスするような予算をベースとして計画を立てる必

要があり、結果的に 50～60万円の資産として残っている決算をお見せする必要があるとの

考えで、今期より会計様式を少し変えている。 

⑤：特別会計の実績が「0」で何も無いのなら、いらないのではないか。 

回答：バセル設立当初から約 10年近く、グラウンドゴルフ大会などバセル主催の大きなイベント

を開催してきた。当初は会員数も 600～700人程度おり、他企業様からも支援金を頂いたり

するなどで毎年、余剰金が発生していた。それを大きなイベント運営費やパソコンなど高額

な備品購入のために一般会計とは別に積み立てる目的で特別会計を設けた。 

   しかし、役員会でも近年バセル主催のイベントは無く、会員数も減ってきているので特別 

会計を設ける必要があるのかという意見も出ているので、今後も引き続き審議していく。 
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【第３号議案 2023年度事業計画（案）の件】 

＜議案説明者と内容＞ 

広報活動報告：広報担当理事 河合由美子 

主な説明内容：例年どおり A4版 8項編集として機関誌を２誌（BASEL第 51号・第 52号）発行予定。 

       第 51号には定時総会報告、前期研修会報告、第 52号には 2024年度スポーツカレンダ

ー、2024年度大会・イベント運営補助申込書をそれぞれ同封予定。 

研修活動報告：研修担当理事 後藤貴久 

主な説明内容：① 研修の計画について。 

・前期、後期各 1 回の計画を行っており、新型コロナウィルスが第 5 類になったこと

もあり、基本的には集合形態で実施予定。 

・前期の研修は、本日、総会終了後に「救急救命法（ＡＥＤ、心臓マッサージの講習・ 

実技」を行うこと。 

・後期の研修については、近年、依頼と活動実績が多い「市内小中学校におけるボッチ

ャ体験教室」の指導講師を養成する目的で「ボッチャ体験会スタッフ養成講習会（仮

称）」を行うこと。 

② 今後の Web申し込みについて 

         研修の申し込みや受講アンケートについて、どのような方法が皆様にとって使い易       

         いかを検討しつつ Web化を進めていきたいこと。          

支援活動報告：事務局長 平山和幸 

主な説明内容：① 横浜ラポール所管行事 

         4月 2日のハマピック「アーチェリー」から、6月 4日「関東ブロック バレーボ

ール」までは順調に開催できている。 

② その他の活動 

・（株）ブリヂストンから依頼されているパラスポーツイベントは 4月、5月が終っ 

ている。 

        ・浜視協ボウリング大会、守る会ふれあいスポーツ大会、中区インクルーシブフェスタ 

は無事終了している。 

        ・今後も各種団体からの依頼が多く、今期も用命がある模様。 

         各主管からの依頼を全会員に紙ベースでご案内出来るのは 1月、7月発行の機関誌の

発行のタイミングであるが、レスポンスよく案内募集するために現在メーリングリ

ストを使った一斉配信で情報伝達を行っているが、今後もメールでの案内を継続す

る。 

＜審議結果＞ 

 承認（満場一致） 

＜主な質疑応答・意見＞ 

 なし 

 

【第４号議案 2022年度予算（案）の件】 

＜議案説明者と内容＞ 

会計報告：会計 安室茂美 

主な説明内容：一般会計支出の部「会議費」は、役員会や担当会議の交通費補助とする。また、特別会 
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計支出の部「備品積立金」90,000円はデスクトップパソコンを購入予定。 

＜審議結果＞ 

 承認（満場一致） 

＜主な質疑応答・意見＞ 

 なし 

 

【第５号議案  役員改選の件（会則第 10条）】 

＜議案説明者と内容＞ 

主な説明内容：事務局長 平山和幸 

 ①第 24期役員の内 11名が留任、8名が退任。新たに 5名選出し、役員会で出席者の 2/3以上の賛成 

  により選考した会長、副会長、監事については、本総会で承認を求める。 

 ②会長が委嘱した他役員については下記のとおり報告。役職は別途、互選により決定。 

  ＊順不同・敬称略 

 （留任役員） 

  岩澤 英喜（役員会で会長に選考） 

  平山 和幸（役員会で副会長に選考） 

  柳井 俊一（欠席につきプロフィールを紹介） 

  車地 厚子 

  西村 うづき 

  後藤 貴久 

  田川 豪太 

  西原 隆一 

  宮城 信隆 

  佐山 篤（役員会で監事に選考） 

  志摩 初枝（役員会で監事に選考） 

（新任役員紹介） 

  臼井 美江 

  高橋 登 

  鳥羽 美鹿 

  松本 明子（欠席につきプロフィールを紹介） 

  伊藤 俊之（欠席につきプロフィールを紹介） 

（退任役員） 

  北川 昇代 

  安室 茂美 

  小林 節子 

  小島 千尋 

  松川 文博 

  河合 由美子 

  金井塚 かず子 

  和田 攻 
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＜審議結果＞ 

 承認（満場一致） 

＜主な質疑応答・意見＞ 

 なし 

 

以上の議案をもって本日の議事が終了し、議長が解任され、司会は 11時 30分閉会を宣した。 

 

2023年 6月 11日 

議  長     岩澤英喜 

書  記     小島千尋 

議事録文責    平山和幸 

 

 

その他 

【横浜ラポールからのお知らせ】 

  上条館長より 

   ・ラポール行事サポートのお礼 

   ・スポーツ庁が障がい者スポーツ施設を全国に設置する取り組みをしている。また、スポーツ施 

    のユニバーサル化に向けて取り組む中、ハード面も大事だが、いかにソフト面を充実させるか 

    も重要であり、障がい者スポーツ指導員は大切な存在である。今後もバセルの皆様と共に 

    障がい者スポーツの発展に取り組みたいと思っているので、よろしくお願いしたい。 

 

  管理運営課 小島課長より 

   ・横浜ラポールのスポーツ施設管理運営スタッフを募集している。主な業務内容は、施設の安 

全点検や監視業務で、募集条件はプールに入水できる方、土日祝祭日に勤務可能な方、夜間勤

務可能な方、週 2回以上は勤務可能な方を募集している。今回配布する用紙に詳細が記載され

ているので、応募可能な方はスタッフまで申し出て欲しい。 

   ・ラポール設立から 30年、経年劣化が進んでいるため、改修工事を行う。ご不便をかけること 

    もあると思うが、ご理解、ご協力をお願いしたい。 

 

  スポーツ指導員 田川 様 より 

   ・日本パラスポーツ協会より、主にスキルアップ研修会に役立てて欲しいとのことで助成金を頂 

いた。 

    8月から 12月まで月 1回（計 5回）ラポール上大岡で研修を実施する予定。メール等で案内を 

    するので、是非参加して欲しい。 

   ・「第 25回定時総会議案書」の 14ページ「その他のイベント」の項目にある「横浜市北部 4区 

スポーツ推進員研修会」について、7月 9日（土）9時頃～13時頃までメインアリーナでボッ 

チャ実技、大会議室で講義を予定している。手伝いが可能な方がいらしたらお願いしたい。 

 

                                        以上 


